
平成２６年９月　　山梨県企画県民部企画課

１　アンケート調査の実施期間

　平成２６年５月９日～２３日

２　県政モニター数

３　回答数

（１）　郵送によるアンケート調査

（２）　インターネットによるアンケート調査

238　人

65　人

383人

（　282 　人）

（　101 　人）

 　県民の皆様にユニバーサルデザインがどのくらい認知されているかを調べるため、
　アンケートを実施しました。

調査数

303　人合　　計

回答率 79.1 　％

※集計結果については、端数処理の関係で100％にならないケースがあります。

ユニバーサルデザインに関するアンケート調査



４　回答者の属性

②　あなたの年齢をお答えください。

③　あなたのお住まいをお答えください。 ④　あなたの家族構成をお答えください。

峡北：韮崎市、北杜市

富士北麓：富士吉田市、南都留郡

東部：都留市、大月市、上野原市、北都留郡

峡東：山梨市、甲州市、笛吹市

峡南：西八代郡、南巨摩郡

峡中：甲斐市、南アルプス市、中央市、中巨摩郡

甲府市

①　あなたの性別をお答えください。

男 41.3%

女 57.0%

不明

1.7%
２０～２９

歳 6.3%

３０～３９

歳 16.2%

４０～４９

歳 19.5%５０～５９

歳 19.1%

６０～６９

歳 20.8%

７０歳以上

16.8%

不明 1.3%

甲府市

24.1%

峡中

21.8%峡東

16.5%

峡南 9.2%

峡北 8.6%

富士北麓

9.9%

東部 8.6%不明 1.3%

一人暮らし

9.9%

夫婦のみ

20.8%

二世代

（親・子）

50.8%

三世代

（親・子・

孫） 12.5%

その他

4.3%
不明 1.7%



⑤　あなたの職業（兼業の方は主な職業）をお答えください。

農林水産業 5.3%

自営業（商工・

サービス・建設

業など） 9.6%

自由業（医師・弁

護士・税理士・僧

侶など） 1.0%

会社員 24.1%

公務員・団体

職員 6.9%
派遣・契約

社員 1.3%
パート・アルバイ

ト・内職 11.9%

専業主婦・主夫

16.8%

学生 1.3%

無職 14.9%

その他 5.3%

不明 1.7%



○

５　アンケートの集計結果

　「ユニバーサルデザイン」という言葉の認知度については、「具体的な取組
事例なども知っていた」、「言葉の意味は知っていた」を合わせると、前回調
査（H22調査）との比較で5.0％の減、前々回調査（H19調査）との比較で
0.9％の減となっている。

問１．ユニバーサルデザインとは年齢、性別、国籍、障害の有無など個人の様々な状況に
　　　関わらず、可能な限り多くの人が利用できるデザインのことです。
　　　あなたは「ユニバーサルデザイン」という言葉についてどの程度ご存知ですか。
　　　（○は１つ）

9.2

11.1 

6.6 

19.3 

23.3 

22.8 

32.1 

29.6 

27.8 

39.4 

35.9 

42.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（参考） H19及びH22調査との比較

具体的な取組事例なども知っていた

言葉の意味は知っていた

言葉を見たり聞いたりしたことはあった

全く知らなかった（このアンケートで初めて知った）

H19

H22

H26

具体的な取組事

例なども知ってい

た 6.6%

言葉の意味は知っ

ていた 22.8%

言葉を見たり聞い

たりしたことはあっ

た 27.8%

全く知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

42.7%

※無回答を除く



○ 「テレビ・ラジオ」、「新聞・雑誌」からが過去の調査と同様に、主な情報の
入手先となっている。また、「インターネット」という回答が、前回調査（H22調
査）から大きく伸びている。

問２．〔問１で１～３と答えた方にお聞きします〕
　　　ユニバーサルデザインに関する情報について、
　　　どのようなところで見聞きしたことがありますか。（○はいくつでも）

64.6

69.5

19.3

11.2

4.5

3.6

19.7

5.4

0.4

65.2 

64.7 

14.7 

9.2 

6.5 

6.0 

23.4 

6.0 

4.3 

72.3 

60.7 

24.9 

7.5 

3.5 

2.3 

20.8 

6.4 

6.9 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

インターネット

企業の展示会

通信販売

消費者団体等

行政広報

講演会・シンポジウム

その他

H19

H22

H26

その他のご回答
・学校の授業で習った
・社内研修で学んだ
・街中で見かけた など



○

問３．次の言葉の中で名前を知っているものを選んでください。（○はいくつでも）

　「点字」や「介助犬」は9割以上、「手話通訳」及び「福祉車両」については8
割以上が「知っている」と回答しているが、問１の「ユニバーサルデザイン」と
いう言葉の認知度で「具体的な取組事例なども知っていた」、「言葉の意味
は知っていた」を合わせた回答は3割程度であり、このことから、個別事例と
「ユニバーサルデザイン」という言葉が結びついていないと考えられる。

66.7 

34.0 

93.1 

89.4 

11.2 

15.2 

91.7 

86.1 

8.3 

11.9 

5.6 

61.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

車いす使用者用駐車区画

思いやり駐車区画

点字

手話通訳

要約筆記

ユニバーサルサービス

介助犬

福祉車両

ピクトグラム

カラーユニバーサルデザイン

ウェブアクセシビリティ

バリアフリー法

（バリアフリー新法）



○

問４．あなたは、日頃よく利用する施設（公共・民間は問いません）において、
　　　困ったことや不便に感じたことはありますか。（○はいくつでも）

　前々回調査（H19調査）で、回答が多かった「案内表示がよく分からない、
不十分」、「休憩や談話できる場所が少ない」の回答が減少しつつある。ま
た、「現状で満足している」の回答が増加傾向にある。

29.4

15.1

23.5

12.9

17.5

35.8

20.8

42.9

6.5

11.9

25.5 

15.5 

21.4 

12.1 

11.0 

32.4 

21.7 

31.0 

5.2 

19.3 

28.1 

16.8 

20.8 

10.6 

17.2 

27.4 

13.2 

31.7 

5.6 

21.8 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

予約など利用する手続きが面倒

廊下や階段が狭く、通行しづらい

エレベーターが設置されておらず、

階段の上り下りが大変

託児所や授乳室、

おむつ替えスペースがない

幼児用、障害者用トイレがない

（使いにくい）

案内表示がよく分からない、

不十分

手すりが設置されていない、

段差が大きいなど（安全面）

休憩や談話できる場所が少ない

その他

現状で満足している

H19

H22

H26

その他のご意見
・通学路に歩道が無く危険
・駐車場で隣の車との間隔が狭い
・予約不要で利用できるフリースペースが少ない
・照明が暗く、足下が見えにくい など



○

問５．あなたは、日頃よく利用する道路の歩道について、困ったことや不便に
　　　感じたことはありますか。（○はいくつでも）

　道路の歩道については、「歩道が連続していない、または狭い」、「自動車
や自転車利用者のマナーが悪い」、「段差やくぼみが多い」の回答が依然と
して多い。

63.1 

23.2 

23.2 

41.2 

46.4 

34.2 

22.4 

10.0 

3.2 

65.9 

16.9 

25.9 

43.8 

49.3 

31.0 

19.0 

5.5 

4.5 

66.0 

21.1 

13.9 

43.9 

48.2 

28.1 

11.2 

8.6 

7.9 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

歩道が連続していない、

または狭い

自動車の通行が多く、

交差点を安心して渡れない

歩道に放置自転車が多く、

通りにくい

自動車や自転車利用者の

マナーが悪い

段差やくぼみが多い

トイレや休憩する場所がない

ゴミや看板などが多い

その他

現状で満足している

H19

H22

H26

その他のご意見

・自動車を歩道に止めているケースがある

・歩道が整備されている道路が少ない

・自転車道がなく危険
・街灯が少なく危険
・歩道にある植木が障害になる場合がある
・点字ブロックへの認識が不足している など



○ 　「ユニバーサルデザイン」の推進主体については、過去の調査と比べ、
「行政（県、市町村、国）」の回答が増加し、行政が主体として期待されてい
る。

問６．地域でユニバーサルデザインを推進していくためには、どこが主体となるべき
　　　だと思いますか。次の中から一つ選んで下さい。（○は１つ）

16.4

14.4 

10.2 

7.5

7.5 

5.8 

12.8

15.9 

10.9 

61.6

60.6 

72.7 

1.7

1.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（参考） H19及びH22調査との比較

県民

民間企業

自治会などの地域団体やＮＰＯ

行政(県､市町村､国)

その他

県民 10.2%

民間企業 5.8%

自治会などの地

域団体やＮＰＯ

10.9%

行政(県､市町村､

国) 72.7%

その他 0.3%

グラフ タイトル

H22

H26

H19

※無回答を除く



○

問７．今後、ユニバーサルデザイン（以下「ＵＤ」と表記します）の考えに基づく社会環境
　　　の整備を進めていくために、特に改善していく必要があると思うのはどのような分野
　　　ですか。（○は２つまで）

　特に改善していく必要がある分野については「まちづくりの分野」の回答が
7割を超えている。

77.9 

20.8 

23.8 

42.2 

1.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

まちづくりの分野

ものづくりの分野

情報・サービスの分野

ひとづくりの分野

その他

その他のご意見

・観光地に外国語に書かれた掲示板を整備する必要がある

・電線を地下にして、電柱を無くして欲しい

・新聞やテレビなどを使ってPRするべき

・自転車道をできるだけ広く整備してもらいたい など



○ 　UDを推進していく上で行政に期待することは、「UDを取り入れたまちづくり
や施設整備」の回答が過去の調査と同じく7割を超えている。
　また、「UDに関する教育、人づくり」の回答が、前回調査（H22調査）から
10％以上増加している。

問８．あなたはユニバーサルデザイン（以下「ＵＤ」と表記します）を推進していく上で、
　　　行政に期待することは何ですか。（○は３つまで）

71.2

61.2

23.2

26.4

15.6

10.5

26.1

14.6

1.6

3.5

73.4 

45.2 

21.4 

31.4 

12.4 

12.8 

24.1 

13.1 

1.0 

4.8 

76.2 

57.4 

23.1 

32.0 

13.2 

8.9 

21.8 

14.2 

1.0 

3.0 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％ 100 ％

ＵＤを取り入れた

まちづくりや施設整備

ＵＤに関する教育、人づくり

ＵＤ製品の開発等の支援

ＵＤに関する情報提供

（ホームページや

各種広報媒体による）

ＵＤの普及啓発のための

講演会・セミナーの開催

ＵＤのアイデアコンテストや

活動団体の表彰

ＵＤを取り入れた施設等の

見学・体験事業

ＵＤを推進していくための

委員会の設置

その他

特にない

H19

H22

H26

その他のご意見

・UDの意味を認知させていくことが必要

・UDの言葉自体を知らない

・UDを意識した公共施設であることを表示する など



主なご意見

など

・現在社会における、必須のコストとしての考え方が普及する必要がある。

・相手を思いやる心の教育がまちづくりの第一歩だと思う。

・誰が見てもすぐに理解できるような標識や音声案内などがあると便利。

・人間は考え、自ら努力する場も必要。全てが与えられるまちづくりではなく、共に助け合えるこ
とが一番。地域で活動できる組織が必要だと思う。

・自動車道と歩道の完全分離など、道路交通環境の改善が必要。

・県民一人一人が参加できる場所を提供して色々な体感ができたら良いと思います。

・地域住民にとって住みやすいまちをつくることが、ユニバーサルデザインのまちづくりになる。

・今回初めて知ったので、これから自分で問題意識をもって考えていきたい。

・少子化が進む中で、安全な住みよいまちづくりが重要だと思います。誰に対しても優しく対応
できる子供を育てて行くために、人材育成が大事ではないかと思います。

・ユニバーサルデザインという言葉も意味も知らない人がたくさんいると思います。もっと分かり
やすく、大勢の人たちに知らせる必要がある。

・世界文化遺産である富士山があるので、観光客がたくさん訪れるところから進めていって欲し
い。

・ユニバーサルデザインについて学習し、理解を深める機会が必要。

・新しい施設や道路を建設する際には、あらゆる人が快適に使用できるという考えが必要。

問９．「ユニバーサルデザイン」のまちづくりをどのように進めていけばよいと
　　　思いますか。あなたの考えをご自由にお書きください。

・初めて耳にした言葉だが、活動そのものは大切なことなので、これから協力できればと思う。

・歩道が狭くて歩きにくい。

・山梨は車社会だが、専用駐車場以外にも障がい者の方の意見を伺い、積極的にエレベー
ターやスロープなどを設置してもらいたい。

・行政を中心に企業からの協賛を得て、まずは自分の住んでいる町をもっと住みやすい快適な
町にできたらと思います。

・ユニバーサルデザインと言われた場合、若い人は問題ないかと思うが、年配の方にはカタカ
ナ表記はなじみにくいと思う。もう少し分かりやすい言葉を使って進めていったら良いと思う。

・地区の自治会などの身近なところから思いを拾い上げていったら良いのではないか。

・外国語で書かれた掲示板を観光地にたくさん設置すれば、外国から来た観光客にとって便利
で良いと思います。

・まず「ユニバーサルデザイン」について知ってもらうことが第一だと思います。講演会等の開
催で理解が深まれば良いです。

・北欧の事例などを学んで、山梨にあったやり方で進めていって欲しい。

・実際に利用している人の声を聞きながら、本当に必要と思われる部分をきちんと選んでいくこ
とが必要だと思う。

・全ては「思いやり」から始まるのだと思う。

・個人に対するPR活動等が不足している。


